
市議会だより
SHINJO SHIGIKAI DAYORI

市民と議会をつなぐ

９月定例会の議案等 ･･････
令和４年度決算の認定 ････
一般質問 ･･･････････････
チョイス ･･･････････････････
議員研修会報告 ･････････････

Ｐ２～Ｐ３
Ｐ４～Ｐ５
Ｐ６～Ｐ１４

Ｐ１４
Ｐ１５

新庄市議会だよりの表紙を、「市内にお住まいの、
三世代（四世代）のご家族シリーズ!!」で、三世代
以上のご家族の写真を掲載させていただきます。

五日町在住の日下部さんご一家です。ひいおじいちゃん、ひいおばあ
ちゃんに見守られながら、3人のひ孫さんたちも元気いっぱいでした！

No.162
2023.11.27

９月定例会

昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！

←新庄市議会
　HPはコチラ

市内にお住まいの、

シリーズ‼

三世代のご家族（四世代）



審
議
さ
れ
た
議
案
等

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

研
修
報
告

２R５.11.27

８月臨時会

種類

議案
議案
議案

番　号

第６７号
第６８号
第６９号

件　　　　　　　　　　名 結果

可決
可決
可決

【市長提出】
新庄市市営バス設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
公の施設の区域外設置に関する協議について
公の施設の区域外設置に関する協議について

８月７日、議案３件を原案のとおり可決し閉会しました。

審議された議案

審議された議案等

９月定例会

種類

報告

諮問

議案

番　号

第９号
第１０号
第１１号
第２号
第３号
第４号
第７０号
第７１号
第７２号
第７３号
第７４号
第７５号
第７６号
第７７号
第７８号
第７９号
第８０号
第８１号
第８２号
第８３号
第８４号
第８５号
第８６号

件　　　　　　　　　　名 結果

了承
了承
了承
同意
同意
同意
認定
認定
認定
認定
認定
可決・認定
認定
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

【市長提出】

令和５年９月定例会では、初日、報告３件を了承し、人事案件３件に同意しました。
最終日には、令和４年度各会計決算６件を認定、１件を可決及び認定し、議案６件、令和５年度補正予算４件を
原案のとおり可決しました。

一般財団法人新庄市スポーツ協会の経営状況の報告について
新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
令和４年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和４年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和４年度新庄市下水道事業会計決算の認定について
令和５年度新庄市一般会計補正予算（第３号）
令和５年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号）
令和５年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）
新庄市印鑑条例の一部を改正する条例について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
新庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
市道路線の認定について
新庄市土地開発公社定款の変更について

チョイス P14
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請願の審議結果
件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果

平和、命、暮らしを壊す大軍拡、大増税反対
についての請願

新庄・最上母親大会連絡会
岸　昌子

田中　　功
新田　道尋 不採択

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対

鈴
木　
啓
太

今
田　
浩
徳

亀
井　
博
人

佐
藤　
悦
子

新
田　
道
尋

八
鍬　
長
一

伊
藤　
健
一

田
中　
　
功

坂
本
健
太
郎

辺
見　
孝
太

鈴
木　
法
学

渡
部　
正
七

山
科　
春
美

山
科　
正
仁

佐
藤　
卓
也

髙
橋
富
美
子

小
野　
周
一

小
嶋　
冨
弥

議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 新政・結の会 勁草２１ 会派に属さない議員共に創る市民の会

令和４年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認
定について

議　案
第７０号

平和、命、暮らしを壊す大軍拡、大増税反対
についての請願

請　願
第１号

令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

議　案
第７４号

不採択

認定

認定
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※議長は採決に参加しません。
※会派は採決時点です。

議案及び請願に対する議員の賛否

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
請
願
第
１
号

　
平
和
、
命
、
暮
ら
し
を
壊
す
大
軍
拡
、
大
増

税
反
対
に
つ
い
て
の
請
願

【
主
な
意
見
】

•
こ
の
請
願
は
、
幅
広
い
対
話
と
外
交
で
、
戦

争
準
備
で
は
な
く
幅
広
い
話
し
合
い
を
進
め
る

こ
と
で
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。
話
し
合
い
で
解
決
す
る
こ
と
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
拡
は
い
ら
な
い
し
、

戦
争
を
し
な
い
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
の
請
願
で
あ
る
と
思
う
た
め
、
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
８１
号

　
新
庄
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

Ｑ　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

住
民
票
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ　
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
印
鑑
証
明

だ
け
で
あ
り
、
戸
籍
や
住
民
票
関
係
は
そ
れ
ぞ

れ
の
法
律
に
基
づ
い
て
写
し
を
交
付
し
て
い

る
。
そ
の
法
律
は
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
証
明
書
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
交

付
が
可
能
と
な
る
。

（
詳
し
く
は
P
14
チ
ョ
イ
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
議
案
第
８４
号

　
新
庄
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

Ｑ　
現
在
の
施
設
利
用
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　
令
和
４
年
度
の
利
用
者
数
は
２
３
７
３
名

で
あ
っ
た
。

Ｑ　
体
育
館
部
分
の
解
体
費
用
の
見
積
も
り
は

ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　
中
期
財
政
計
画
上
で
は
、
７
５
０
０
万
円

の
試
算
を
し
て
い
る
。
実
際
は
１１
月
末
に
な
ら

な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、
今
般
の
資
材
高
騰
や

労
務
単
価
の
上
昇
に
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
額
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
１０
月
１２
日
に
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　
柏
倉
　
　
政
　 

氏

　
　
髙
橋
　
正
彦
　 

氏

　
　
門
脇
　
　
潤
　 

氏
※

委
員
は
議
案
番
号
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人
事
案
件

会
派
の
異
動

　
令
和
５
年
１１
月
１
日
付
で
鈴
木
啓
太
議
員
が

新
政
・
結
の
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

す
ず
き
け
い
た

か
し
わ
ぐ
ら

た
か
は
し

か
ど
わ
き

ま
さ
し

ま
さ
ひ
こ

じ
ゅ
ん
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Ｑ
．
新
築
住
宅
の
軽
減
税
額
と
一
戸
当
た

り
の
広
さ
は
平
均
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

減
額
期
間
は
何
年
間
か
。

Ａ
． 

令
和
４
年
度
課
税
分
に
つ
い
て
は
平

均
軽
減
額
で
年
５
万
円
程
度
、
広
さ
に
つ

い
て
は
平
均
約
１
２
０
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

軽
減
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
住
宅
は
３

年
、
３
階
以
上
の
耐
火
住
宅
は
５
年
と
し

て
い
る
。

Ｑ
．
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
保
証
す
る
普
通
交
付
税
の
１
人

当
た
り
の
交
付
額
は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
普
通
交
付
税
の
額
を
、
普
通
交
付
税

の
算
定
基
準
と
な
る
国
勢
調
査
の
都
市
の

人
口
で
割
り
返
し
た
も
の
は
、
過
去
５
年

間
を
平
均
す
る
と
、
１
人
当
た
り
約
１２
万

円
と
な
る
。

Ｑ
．
令
和
４
年
１１
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
自

治
体
マ
イ
ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
の
内
容
と

登
録
数
及
び
申
請
数
を
伺
う
。

Ａ
．
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
と
は
、
確

定
申
告
を
し
な
く
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
で
あ
り
、
１
人
当
た
り
５
自
治
体

ま
で
活
用
可
能
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
の
件
数
は
３
万

３
２
６
９
件
、
自
治
体
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
登

録
者
数
は
１
万
１
４
９
６
件
で
あ
る
。

Ｑ
．
移
住
支
援
事
業
補
助
金
が
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
積

極
的
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
．Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に
向
け
て
発
信
し

て
い
く
の
が
よ
い
か
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
応
援
基
金
に
積
み
立
て
た
後
の

基
金
活
用
事
業
の
成
果
を
問
う
。

Ａ
．
基
金
か
ら
の
充
当
事
業
は
４２
事
業
と

多
岐
に
わ
た
り
、
例
え
ば
民
間
立
保
育
所

整
備
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
関
係
、
道

路
の
除
排
雪
事
業
な
ど
に
充
当
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
．
歴
史
的
風
致
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
初
年
度
ゆ
え
の
初
期
費
用
が
発
生
し

て
い
る
。
次
年
度
以
降
の
よ
り
効
果
的
な

テ
ー
マ
ご
と
の
磨
き
上
げ
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
伺
う
。

Ａ
．
令
和
６
年
度
以
降
、
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
基
づ
き
、
所
管
を
都
市
整

備
課
に
移
管
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
．試
行
の
結
果
、「
運
転
手
不
足
で
終
了
」

で
は
な
く
、
寒
河
江
市
の
継
続
、
年
３
４

０
０
人
の
利
用
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
交
通
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
中
で
、

運
転
手
不
足
は
非
常
に
深
刻
で
あ
り
、
新

庄
市
に
お
い
て
は
、
現
状
で
は
対
応
で
き

な
い
と
い
う
協
議
結
果
で
あ
る
。
今
後
、

公
共
交
通
の
見
直
し
も
含
め
た
対
策
を
考

え
て
い
く
。

Ｑ
．
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
県
の
補
助
が

増
え
た
こ
と
を
活
か
し
て
１
万
円
を
補
助

し
た
が
、本
市
で
は
７
０
０
０
円
だ
っ
た
。

支
給
額
を
増
額
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
．
昨
年
度
は
７
０
０
０
円
だ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
３
０
０
０
円
上
乗

せ
し
、
１
万
円
を
支
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
．
病
児
保
育
利
用
料
を
申
請
に
基
づ
き

半
額
助
成
す
る
方
法
か
ら
、
助
成
後
の
金

額
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

か
。

Ａ
． 

施
設
利
用
者
は
新
庄
市
民
だ
け
で
は

な
い
た
め
、
利
用
後
に
半
額
を
助
成
し
て

い
る
。
今
後
、
行
政
、
利
用
者
が
お
互
い

に
簡
素
化
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
電
子
母
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に

つ
い
て
、
詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
お
子
様
の
予
防
接
種
や
健
康
診
断
の

記
録
を
管
理
で
き
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
す
く
す
くshinjo

」
を
令
和
４
年
６
月

よ
り
導
入
し
た
。
子
育
て
情
報
の
配
信
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
有
効
に
活

用
し
た
い
。

Ｑ
．
看
護
師
奨
学
金
返
還
助
成
金
を
増
額

し
、
交
付
人
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
． 

令
和
４
年
度
の
助
成
実
績
は
、
４
名

中
３
名
が
全
額
助
成
、
１
名
は
約
８
割
の

助
成
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
額
に
近
い
助
成
が

で
き
た
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
も
広
報
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

Ｑ
．
生
ご
み
を
収
集
し
堆
肥
化
す
る
こ
と

で
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
、
重
要
な
事

業
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
課
題
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
堆
肥
を
製
造
し
て
い
る
施
設
が
大
変

古
く
、
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
堆
肥
の
切
り
返
し
を
行

う
業
者
に
つ
い
て
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
、
生
ご
み

の
地
域
循
環
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
１８
か
所
あ
る
都
市
公
園
の
樹
木
や
街

路
樹
に
よ
り
、
落
ち
葉
清
掃
や
ア
メ
シ
ロ

の
発
生
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
剪
定
基
準
か
伺
う
。

Ａ
．
公
園
等
の
樹
木
は
日
常
的
な
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
実
施
の
ほ
か
、
剪
定
を
行
う
公

園
の
箇
所
付
け
を
行
い
、
計
画
的
な
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
区
域
外
に
は
み
出
し
て

い
る
枝
の
剪
定
は
区
長
等
の
要
望
を
踏
ま

え
、
状
況
を
判
断
し
、
そ
の
都
度
対
応
し

て
い
る
。
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
業
者
に

委
託
し
剪
定
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
．
市
民
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル
の
天
井
の
照

明
が
切
れ
て
お
り
、
暗
く
て
古
い
。Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
更
新
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
． 

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
各
社
会

教
育
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
介
護
認
定
者
数
は
２
０
７
３
名
で
、

そ
の
う
ち
税
金
の
控
除
と
な
る
障
害
者
控

除
認
定
証
の
発
行
数
は
少
な
い
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
活
用
の
お
知
ら
せ
を
し
て

は
い
か
が
か
。

Ａ
．
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
見

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
税

地
方
交
付
税

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
積
立
金

灯
油
購
入
助
成
金

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
行
事
業

歴
史
的
風
致
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
事
業

移
住
・
定
住
促
進
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

【
歳
入
】

一

般

会

計

【
歳
出
】

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

市のお財布 チェック!!
　10月20・24日の決算特別委員会において、一般会計については、24日に 反対・賛成討論が１件ずつ表明されましたが、
採決の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、10月26日本会議において 賛成多数で認定されました。
※掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくはＱＲコードか ら動画をご覧ください。
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５

Ｑ
．
新
築
住
宅
の
軽
減
税
額
と
一
戸
当
た

り
の
広
さ
は
平
均
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

減
額
期
間
は
何
年
間
か
。

Ａ
． 

令
和
４
年
度
課
税
分
に
つ
い
て
は
平

均
軽
減
額
で
年
５
万
円
程
度
、
広
さ
に
つ

い
て
は
平
均
約
１
２
０
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

軽
減
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
住
宅
は
３

年
、
３
階
以
上
の
耐
火
住
宅
は
５
年
と
し

て
い
る
。

Ｑ
．
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
保
証
す
る
普
通
交
付
税
の
１
人

当
た
り
の
交
付
額
は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
普
通
交
付
税
の
額
を
、
普
通
交
付
税

の
算
定
基
準
と
な
る
国
勢
調
査
の
都
市
の

人
口
で
割
り
返
し
た
も
の
は
、
過
去
５
年

間
を
平
均
す
る
と
、
１
人
当
た
り
約
１２
万

円
と
な
る
。

Ｑ
．
令
和
４
年
１１
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
自

治
体
マ
イ
ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
の
内
容
と

登
録
数
及
び
申
請
数
を
伺
う
。

Ａ
．
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
と
は
、
確

定
申
告
を
し
な
く
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
で
あ
り
、
１
人
当
た
り
５
自
治
体

ま
で
活
用
可
能
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
の
件
数
は
３
万

３
２
６
９
件
、
自
治
体
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
登

録
者
数
は
１
万
１
４
９
６
件
で
あ
る
。

Ｑ
．
移
住
支
援
事
業
補
助
金
が
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
積

極
的
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
．Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に
向
け
て
発
信
し

て
い
く
の
が
よ
い
か
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
応
援
基
金
に
積
み
立
て
た
後
の

基
金
活
用
事
業
の
成
果
を
問
う
。

Ａ
．
基
金
か
ら
の
充
当
事
業
は
４２
事
業
と

多
岐
に
わ
た
り
、
例
え
ば
民
間
立
保
育
所

整
備
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
関
係
、
道

路
の
除
排
雪
事
業
な
ど
に
充
当
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
．
歴
史
的
風
致
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
初
年
度
ゆ
え
の
初
期
費
用
が
発
生
し

て
い
る
。
次
年
度
以
降
の
よ
り
効
果
的
な

テ
ー
マ
ご
と
の
磨
き
上
げ
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
伺
う
。

Ａ
．
令
和
６
年
度
以
降
、
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
基
づ
き
、
所
管
を
都
市
整

備
課
に
移
管
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
．試
行
の
結
果
、「
運
転
手
不
足
で
終
了
」

で
は
な
く
、
寒
河
江
市
の
継
続
、
年
３
４

０
０
人
の
利
用
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
交
通
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
中
で
、

運
転
手
不
足
は
非
常
に
深
刻
で
あ
り
、
新

庄
市
に
お
い
て
は
、
現
状
で
は
対
応
で
き

な
い
と
い
う
協
議
結
果
で
あ
る
。
今
後
、

公
共
交
通
の
見
直
し
も
含
め
た
対
策
を
考

え
て
い
く
。

Ｑ
．
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
県
の
補
助
が

増
え
た
こ
と
を
活
か
し
て
１
万
円
を
補
助

し
た
が
、本
市
で
は
７
０
０
０
円
だ
っ
た
。

支
給
額
を
増
額
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
．
昨
年
度
は
７
０
０
０
円
だ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
３
０
０
０
円
上
乗

せ
し
、
１
万
円
を
支
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
．
病
児
保
育
利
用
料
を
申
請
に
基
づ
き

半
額
助
成
す
る
方
法
か
ら
、
助
成
後
の
金

額
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

か
。

Ａ
． 

施
設
利
用
者
は
新
庄
市
民
だ
け
で
は

な
い
た
め
、
利
用
後
に
半
額
を
助
成
し
て

い
る
。
今
後
、
行
政
、
利
用
者
が
お
互
い

に
簡
素
化
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
電
子
母
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に

つ
い
て
、
詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
お
子
様
の
予
防
接
種
や
健
康
診
断
の

記
録
を
管
理
で
き
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
す
く
す
くshinjo

」
を
令
和
４
年
６
月

よ
り
導
入
し
た
。
子
育
て
情
報
の
配
信
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
有
効
に
活

用
し
た
い
。

Ｑ
．
看
護
師
奨
学
金
返
還
助
成
金
を
増
額

し
、
交
付
人
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
． 

令
和
４
年
度
の
助
成
実
績
は
、
４
名

中
３
名
が
全
額
助
成
、
１
名
は
約
８
割
の

助
成
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
額
に
近
い
助
成
が

で
き
た
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
も
広
報
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

Ｑ
．
生
ご
み
を
収
集
し
堆
肥
化
す
る
こ
と

で
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
、
重
要
な
事

業
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
課
題
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
堆
肥
を
製
造
し
て
い
る
施
設
が
大
変

古
く
、
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
堆
肥
の
切
り
返
し
を
行

う
業
者
に
つ
い
て
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
、
生
ご
み

の
地
域
循
環
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
１８
か
所
あ
る
都
市
公
園
の
樹
木
や
街

路
樹
に
よ
り
、
落
ち
葉
清
掃
や
ア
メ
シ
ロ

の
発
生
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
剪
定
基
準
か
伺
う
。

Ａ
．
公
園
等
の
樹
木
は
日
常
的
な
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
実
施
の
ほ
か
、
剪
定
を
行
う
公

園
の
箇
所
付
け
を
行
い
、
計
画
的
な
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
区
域
外
に
は
み
出
し
て

い
る
枝
の
剪
定
は
区
長
等
の
要
望
を
踏
ま

え
、
状
況
を
判
断
し
、
そ
の
都
度
対
応
し

て
い
る
。
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
業
者
に

委
託
し
剪
定
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
．
市
民
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル
の
天
井
の
照

明
が
切
れ
て
お
り
、
暗
く
て
古
い
。Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
更
新
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
． 

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
各
社
会

教
育
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
介
護
認
定
者
数
は
２
０
７
３
名
で
、

そ
の
う
ち
税
金
の
控
除
と
な
る
障
害
者
控

除
認
定
証
の
発
行
数
は
少
な
い
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
活
用
の
お
知
ら
せ
を
し
て

は
い
か
が
か
。

Ａ
．
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
見

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
認
定
調
査
費

市
民
プ
ラ
ザ
管
理
事
業

病
児
保
育
事
業

電
子
母
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

看
護
師
確
保
対
策
事
業

地
域
循
環
型
生
ご
み
収
集
事
業

公
園
管
理
事
業

決算特別委員会
の審査から 市のお財布 チェック!!

　10月20・24日の決算特別委員会において、一般会計については、24日に 反対・賛成討論が１件ずつ表明されましたが、
採決の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、10月26日本会議において 賛成多数で認定されました。
※掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくはＱＲコードか ら動画をご覧ください。
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疑問＆提案

一 般 質 問
一般質問は、１０月１３日、１６日、１９日の３日間、１５名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。
※掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくは各議員のＱＲコードから動画をご覧ください。

９月定例会一般質問の質問者と質問事項

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

渡部　正七
１．「これからの新庄をつくる主要政策」について
２．「区長と市長のまちづくり会議」について
３．「ふるさと納税」について
４．「人・農地プラン」から「地域計画」策定に

おける支援について
５．市民スキー場ゲレンデＡコース斜面崩壊箇所

の復旧について

八鍬　長一
１．２つの「道の駅」について
２．栗駒国定公園　神室山系の山岳観光について

坂本　健太郎
１．総がかりの子育て体制について
２．新庄市の福祉行政に関する関係団体との連携、

協働について
３．大雨による洪水等の災害への備えについて

鈴木　法学
１．「リサイクル事業の現状と今後」について
２．「新庄まつり」について
３．「観光資源となる、新庄市の飲食店の情報発

信」について

辺見　孝太
１．市政運営について
２．草屯鎮との交流について
３．消防団の出動報告について
４．新庄まつりについて

小嶋　冨弥
１．市長の市政運営について
２．住みよい街づくりについて
３．生成ＡＩについて
　
山科　正仁
１．市長の考える市政の運営方針について
２．教育環境整備について

佐藤　悦子
１．教育費の負担を軽減し、子どもを大切にする

市政に
２．高齢者の生活を守るために
３．新たな建設、開発は最小にし、地場産業であ

る農業とエネルギーの自給化や市民の収入増
加にむけていくために

山科　春美
１．生涯現役社会の実現に向けた施策について
２．暑さ対策について

鈴木　啓太
１．本市の人口減少対策について
２．本市の子どもの遊び場について

亀井　博人
１．東北農林専門職大学について
２．道の駅について
３．市庁舎について
４．公共施設の再配置について
５．時間外勤務について

田中　功
１．陸羽西線下西山踏切の歩道確保工事について
２．新横根山工業団地について
３．農業資材の高騰に対する農家救済施策について
４．市道の補修計画について

髙橋　富美子
１．タブレット端末を活用した悩み事相談について
２．セカンドブックについて
３．熱中症対策について
４．地域の支え合い、地域づくりについて
５．交通安全対策について

伊藤　健一
１．東北農林専門職大学の開学に伴い、新庄市と

しての学生や教職員向けの居住環境について
２．最上８市町村の広域連携の強化について
３．２つの「道の駅」構想について
４．市役所建物の２階以上への移動手段について

小野　周一
１．持続可能な本市農業の課題について
２．選挙公約について
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八　鍬　長　一　議員

『２つの「道の駅」でいいのか』
◎
市
民
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
付
近
「
道
の

駅
」
は
、
市
に
と
っ
て
本
当
に
有
利
な

の
か
、
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
へ
の
駐

車
場
整
備
の
手
法
と
し
て
は
、
国
と
の

整
備
区
分
に
よ
る
負
担
軽
減
な
ど
も
あ

り
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
道
の
駅
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
道

の
駅
像
と
の
違
い
も
あ
る
た
め
、
計
画

内
容
に
つ
い
て
は
も
う
一
度
精
査
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方

で
、
こ

の
事
業

が
国
と

の
一
体

型
整
備

事
業
で

あ
り
、

国
と
の

協
定
に

基
づ
き
、

年
次
計
画
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
も
あ
る
た
め
、
今
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
現
在
発
注
し
て
い
る
工
事

の
状
況
も
踏
ま
え
、
国
と
も
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
整
備
の
内
容
や
手
法
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

◎
栗
駒
国
定
公
園
、
神
室
山
系
は
、
本

市
の
宝
で
あ
る
。
登
山
道
整
備
な
ど
、

現
状
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
神
室
山
系
は
、
市
民
登
山
か
ら

県
外
登
山
客
に
至
る
ま
で
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
登
山
愛
好
者
を
対

象
と
し
た
登
山
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
実
施

し
、
数
日
で
定
員
に
達
す
る
な
ど
大
変

好
評
で
あ
り
、
神
室
山
系
の
さ
ら
な
る

魅
力
発
信
へ
大
き
な
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
登
山
道
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は

県
及
び
県
自
然
公
園
等
の
保
全
整
備
促

進
協
議
会
と
連
携
し
、
山
岳
団
体
の
協

力
の
も
と
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ

て
登
山
道
の
整
備
、
点
検
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
常
日
頃
か
ら
山
岳

団
体
に
よ
り
神
室
山
か
ら
杢
蔵
山
ま
で

の
登
山
道
整
備
の
維
持
管
理
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
登
山
道

の
刈
り
払
い
作
業
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
山
岳
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
、
会
員
の
減
少
の
ほ
か
、
将
来
的
に

は
神
室
山
避
難
小
屋
の
大
規
模
修
繕
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
県
や
関
係
市
町
村
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
山
岳
団
体
と
の

協
力
関
係
を
よ
り
一
層
密
に
し
て
山
岳

観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

R５.11.27

渡　部　正　七　議員

『次世代へつなげる市政を』
◎
こ
れ
か
ら
の
新
庄
を
つ
く
る
５
つ
の

主
要
政
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、
対
話
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　
住
民
と
の
対
話
の
場
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
「
区
長
と
市
長
の
ま
ち

づ
く
り
会
議
」
や
「
市
長
と
市
民
の
ま

ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
実
施
し
、

各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
や
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
開
催
を
希
望
す
る
地
域
住
民
と

向
き
合
い
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
課

題
の
対
話
に
つ
い
て
は
内
容
を
見
直
し

な
が
ら
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
意
見
は
地
域
の
中
の
み
な

ら
ず
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
の
方
々
な

ど
に
も
、
多
種
多
様
な
意
見
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
対
話
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

は
、
そ
の
よ
う
な
市
民
の
方
々
と
意
見

交
換
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ル
ー
ル
が
改

正
さ
れ
、
返
礼
品
の
縮
小
や
寄
附
額
引

上
げ
、
事
務
の
効
率
化
な
ど
適
用
さ
れ

る
新
制
度
の
本
市
に
与
え
る
影
響
を
伺

う
。

市
長　
募
集
適
正
基
準
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
に
係
る

経
費
を
寄
附
金
額
の
５
割
以
内
に
収
め

る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
経
費
の

対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
寄
附
金
受
領
証

明
書
や
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
に
係
る

申
請
書
の
発
送
に
係
る
事
務
経
費
な
ど

を
「
募
集
に
係
る
経
費
」
と
し
て
新
た

に
含
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

本
市
と
し
て
は
、
当
面
は
返
礼
品
の
寄

附
金
額
の
引
上
げ
は
行
わ
ず
、
事
務
経

費
の
精
査
や
圧
縮
、
事
務
の
効
率
化
や

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
ま
す
。

　
地
場
産
品
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
熟
成
肉
や
精
米
に
つ
い
て
、
原
材

料
と
な
る
肉
や
米
の
産
地
を
そ
の
自
治

体
が
属
す
る
都
道
府
県
内
に
限
る
こ
と

と
な
っ
た
ほ
か
、
返
礼
品
の
附
帯
物
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
品

と
地
場
産
品
以
外
の
附
帯
物
を
セ
ッ
ト

に
し
て
返
礼
品
と
す
る
場
合
、
返
礼
品

全
体
の
う
ち
、
地
場
産
品
の
価
値
を
７

割
以
上
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

基
準
外
の
返
礼
品
を
提
供
し
て
い
な
い

た
め
、
こ
の
改
正
に
よ
る
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一般質問

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

ふるさとを元気に
発見！地域の魅力

わたなべ しょうしち

や く わ ちょういち

エコロジーガーデン周辺道の駅 計画図
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坂　本　健太郎　議員

『豪雨に対する災害対策強化を』
◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
安
定

し
た
経
営
が
必
要
。
中
・
長
期
的
な
視

点
で
経
営
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
支
援
は
。

市
長　
市
で
は
、「
社
会
福
祉
法
人
新

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
に
、
福
祉
行

政
に
関
す
る
専
門
的
な
対
応
を
求
め
ら

れ
る
委
託
事
業
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
、
共
同
募
金
や
歳
末
た
す
け
あ
い

事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
本
市
の
福

祉
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

持
続
性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
市
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
運
営
補
助

金
と
し
て
正
職
員
賃
金
の
人
件
費
の
４

割
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
地

域
福
祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
各
種
福

祉
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

た
め
、
今
後
も
安
定
し
た
運
営
の
た
め

に
補
助
を
継
続
し
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

◎
気
候
変
動
の
中
で
も
豪
雨
災
害
は
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
大
雨
に
か
か
る
防
災
対
策

や
消
防
団
の
対
策
、
訓
練
は
。

市
長　
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て

は
、新
庄
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

防
災
知
識
の
普
及
や
防
災
訓
練
の
実
施

な
ど
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
消
防
本
部
や
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
、
防
災
士
連
絡
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
、
防
災
知
識
の
普
及
に

よ
る
避
難
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
な
ど
の
地
域
単
位
で

行
う
防
災
訓
練
な
ど
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
用
い
た
避
難
行
動
の
説
明
や
小

学
校
に
お
け
る
防
災
講
話
な
ど
、
様
々

な
機
会
を
通
し
て
防
災
知
識
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１０
月
１５
日
に
日
新
小
学
校
を

会
場
と
し
た
市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い

て
は
、
消
防
団
も
火
災
防
御
訓
練
、
操

法
訓
練
、
土
の
う

訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
研

修
会
な
ど
の
訓
練

を
行
い
、
豪
雨
な

ど
の
災
害
対
応
や

救
助
訓
練
の
確
立

を
図
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
防

団
に
お
け
る
水
防

活
動
や
訓
練
な
ど

の
充
実
・
強
化
を

図
り
、
激
甚
化
す

る
災
害
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

鈴　木　法　学　議員

『障がい者就労支援の環境を守り、リサイクルの環を広げよう！』
◎
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
建

物
・
設
備
が
老
朽
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

福
祉
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
存
続
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　
食
品
ト
レ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
「
新
庄
も
が
み
方
式
」
は
、
各
家

庭
で
使
用
し
た
食
品
ト
レ
ー
を
福
祉
事

業
団
体
に
お
い
て
回
収
・
分
別
し
、
再

生
原
料
に
戻
し
て
ト
レ
ー
原
料
と
し
て

活
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
で
、

最
上
８
市
町
村
で
ご
み
の
減
量
化
、
再

資
源
化
を
進
め
、
環
境
と
福
祉
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
市
が
関
係
機
関
か
ら
払
い

下
げ
を
受
け
た
古
い
物
件
で
あ
り
、
不

具
合
が
発
生
し
た
場
合
は
、
随
時
、
使

用
者
側
と
と
も
に
現
状
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
使

用
者
側
と
利
用
形
態
を
含
め
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の

「
新
庄

も
が
み

方
式
」

は
、
リ

サ
イ
ク

ル
は
も

ち
ろ
ん

の
こ
と
、

福
祉
と

の
連
携

と
い
う

点
で
、

社
会
的

に
も
意
義
あ
る
事
業
と
捉
え
て
い
る
た

め
、
安
定
的
に
事
業
継
続
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
３
年
余
り
も
停
滞
し
た
飲
食
店
。

今
こ
そ
、
独
自
の
施
策
・
広
報
事
業
拡

充
に
取
り
組
み
、
観
光
資
源
と
な
る
飲

食
店
の
情
報
発
信
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　
本
市
独
自
で
の
市
内
飲
食
店
の

情
報
発
信
に
つ
な
が
る
施
策
や
広
報
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
紹
介
や
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
新
庄
駅
観
光
案
内
所
や
県

内
各
観
光
案
内
所
に
配
布
し
て
市
内
飲

食
店
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
飲
食
店
の
情
報
発
信
に
よ

り
、
市
内
飲
食
店
の
魅
力
を
市
民
、
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
も

継
続
し
て
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

一般質問

R５.11.27

新庄市総合防災訓練

食品トレーリサイクルシステム「新庄もがみ方式」

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

す ず き ほうがく

さかもと けんたろう
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辺　見　孝　太　議員

『市政運営、一丁目一番地の政策は』
◎
今
後
の
市
政
の
運
営
に
つ
い
て
、
市

長
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
一
丁
目
一
番

地
の
政
策
は
何
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
少
子
高
齢
化
は
本
市
に
お
い
て

も
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
で
、

社
会
保
障
費
の
増
大
や
経
済
の
停
滞
な

ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
、
市
民
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
も
非
常
に
大
き
く
な
る

と
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人

口
減
少
対
策
を
本
市
の
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
高

齢
者
の
活
躍
支
援
、
移
住
・
定
住
促
進

な
ど
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、
最
上
８

市
町
村
で
連
携
し
た
子
育
て
施
設
の
整

備
な
ど
の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

や
冬
場
の
除
雪
支
援
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
支
援
や
就
業
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
移
住
希
望
者
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
や
、
若
者
の
地
元
回
帰

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
で
、
本
市
の
人
口
減
少
を
抑
制
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
人
口

減
少
対
策
は
市
役
所
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◎
各
地
の
祭
り
で
は
観
光
客
を
対
象
に

よ
り
付
加
価
値
を
付
け
た
高
額
の
特
別

席
を
設
け
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
庄
ま
つ
り
で
も
、
快
適
性
を
高
め
た

食
事
や
解
説
付
き
の
プ
レ
ミ
ア
ム
観
覧
席

を
企
画
出
来
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
付
加
価
値
の
高
い
有
料
観
覧
席

に
つ
い
て
は
、
新
庄
ま
つ
り
百
年
の
大

計
第
４
期
計
画
に
お
い
て
も
「
新
た
な

観
覧
席
の
設
置
検
討
を
行
う
」
と
し
て

い
る
た
め
、
他
の
祭
り
で
行
っ
て
い
る

高
付
加
価

値
の
提
供

内
容
な
ど
、

新
庄
ま
つ

り
実
行
委

員
会
を
通

じ
、
市
と

し
て
も
検

討
し
て
い

き
ま
す
。

小　嶋　冨　弥　議員

『新市長の市政運営について』
◎
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
市
民
の
支
持
を
得
て
新
市
長
が
当

選
な
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
運
営
に
対
す

る
抱
負
と
、
市
が
直
面
し
て
い
る
市
民

の
課
題
等
は
何
な
の
か
、
新
市
長
に
問

い
ま
す
。

市
長　
私
は
、
以
前
か
ら
市
民
の
皆
さ

ま
の
お
話
を
聞
き
、
実
現
方
法
を
考
え
、

不
可
能
な
場
合
は
理
由
を
丁
寧
に
説
明

し
、
代
替
案
を
お
示
し
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
市
民

の
皆
様
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
住
み

や
す
い
ま

ち
づ
く
り

を
実
現
す

る
た
め
に
、

市
民
と
行

政
が
一
体

と
な
っ
て

議
論
を
重

ね
て
い
く

「
対
話
」

を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
直
面
し
て
い
る
最
も

大
き
な
課
題
は
人
口
減
少
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
育
て
支
援
の
充
実
や
若
者
の

地
元
回
帰
な
ど
様
々
な
施
策
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
本
市
の
人
口
減
少
を

抑
制
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
道
の
駅
の

取
り
付
け
道
路
に
つ
い
て
と
、
こ
れ
ら

の
投
資
を
勘
案
し
た
当
市
の
財
政
規
律

の
お
考
え
を
質
問
し
ま
す
。

市
長　
新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

の
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討

会
に
お
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
高
規
格
道
路
か
ら
の
直

接
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
に

よ
る
検
討
の
た
め
、
協
議
を
一
旦
中
断

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
検
討
会

の
で
き
る
だ
け
早
い
再
開
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
が
、
将
来
に
向
か
っ
て

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
す
こ

と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
道
の
駅
の
整
備
手
法
や
運
営
な
ど

に
関
し
、
民
間
と
の
公
民
連
携
を
進
め

る
こ
と
な
ど
も
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
来
春
開
学
す
る
東
北
農
林
専

門
職
大
学
と
道
の
駅
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
も

広
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
道
の

駅
に
つ
い
て
は
、
８
市
町
村
な
ど
の
関

係
機
関
と
対
話
を
重
ね
、
持
続
可
能
な

経
営
と
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
も
た
ら

す
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

一般質問

R５.11.27

令和５年度 新庄まつり観覧席
質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

へ ん み こ う た

お じ ま と み や

新庄市役所
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山　科　正　仁　議員

『ブレない市政の舵取りを！』
◎
市
長
の
公
約
で
あ
る
「
道
の
駅
設
置

検
討
委
員
会
の
早
期
再
開
」に
お
い
て
、

「
通
常
型
」
と
「
大
規
模
型
」
の
ど
ち

ら
を
選
択
し
臨
む
の
か
を
伺
う
。

市
長　
新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
最
上
８
市
町
村

へ
の
回
遊
の
拠
点
と
な
り
、
最
上
地
域

全
体
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
道
の
駅

整
備
を
目
指
し
、
管
内
の
町
村
や
商
工

団
体
、
国
、
県
と
話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
国
土
交
通
省
に
よ

る
検
討
の
た
め
、
協
議
を
一
旦
中
断
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、
道
の
駅
検
討
会
の
再

開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
最
上
地
域
全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
持
続
可

能
な
施
設
運
営
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
こ
の
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
形
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
民
間
の
活

用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
教
育
現
場
で
も
国
が
推
進
す
る
デ
ジ

タ
ル
化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
教
師
の
方
々
の
指
導
力
や
児

童
生
徒
の
理
解
力
等
に
よ
り
学
力
面
で

の
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の
デ

ジ
タ
ル
教
育
の
方
向
性
を
伺
う
。

教
育
長　
本
市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
市
内
小
中
義
務
教
育
学

校
に
配
置
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
支
援
や
研
修
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
通

し
て
、
教
員
の
ス
キ
ル
向
上
や
児
童
生

徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
教
育
研
究
所
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
委
員
会
に
お
い
て
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
づ
く
り
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
有
効
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
各
学
校
で

様
々
な
実
践
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の

育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り

を
基
盤
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
い
か
に
効

果
的
に
使
う
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
活

用
と
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
内
小
中
義
務
教
育
学
校
で
は
、
現
在

も
情
報
モ
ラ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
の
し

か
た
な
ど
の
情
報
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
革

新
が
飛
躍
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
て

い
る
こ
と

を
勘
案
し
、

よ
り
一
層

の
充
実
が

図
れ
る
よ

う
、
取
り

組
み
を
検

討
し
て
い

き
ま
す
。

佐　藤　悦　子　議員

『食料とエネルギーの自給率引き上げ』
◎
農
産
物
の
輸
入
拡
大
を
や
め
、
生
産

物
の
価
格
保
証
と
個
別
所
得
補
償
で
自

給
率
の
確
実
な
引
き
上
げ
を
求
め
つ

つ
、
学
校
給
食
に
有
機
米
を
使
う
な
ど

で
の
支
援
、
拡
大
策
は
ど
う
か
。

市
長　
価
格
保
証
と
個
別
所
得
補
償
に

つ
い
て
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に
よ

り
、
米
及
び
畑
作
物
の
収
入
減
少
支
援

や
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
農
業

者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

農
業
情
勢
の
変
動
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
、
国
及
び
県
に
要
請
し
て
い
き
ま

す
。
　
ま
た
、
有
機
農
業
へ
の
支
援
、
拡
大

策
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
と
と
ら
え

て
お
り
、
現
在
は
昭
和
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、
有
機
農
業
産
地
づ
く
り

の
取
り
組
み
や
環
境
保
全
型
農
業
で
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
有
機
農
業

の
推
進
に
向
け
て
、特
別
栽
培
を
含
め
、

化
学
合
成
農
薬
及
び
化
学
合
成
肥
料
の

使
用
量
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

教
育
長　
地
場
産
の
有
機
農
産
物
は
一

部
の
学
校
に
お
い
て
学
校
給
食
に
取
り

入
れ
て
お
り
、
今
後
も
可
能
な
範
囲
で

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◎
営
農
型
太
陽
光
発
電
へ
の
支
援
や
、

公
共
施
設
及
び
市
内
企
業
へ
の
省
エ

ネ
、
再
エ
ネ
利
用
拡
大
計
画
を
作
り
、

市
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０

％
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
農
地
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
に
対
す
る
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
国
及
び
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
利
用
拡
大
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
民
と

事
業
所
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
を
図
り
、
地
域

性
に
応
じ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

重
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
及
び
市
内
企
業
の
再
エ

ネ
・
省
エ
ネ
利
用
拡
大
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
地
域
特
性
の
情
報
収
集
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る

現
状
分
析
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

さ と う え つ こ

やましな まさひと

一般質問

R５.11.27

高学年から低学年へつながる学習環境
質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

新庄市での太陽光発電（会社）の例
資本金
設備費
出力
売電収入（年）
耐用年数
経過年数

１０００万円
８８００万円
３００kW
１２００万円
２０～３０年
現在８年

一般家庭は３kWでだいたい間に合う
（２０２３年５月の聞き取りから）
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山　科　春　美　議員

『生涯現役社会の実現を！』
◎
シ
ニ
ア
の
方
々
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
雇

用
・
就
職
支
援
、
趣
味
や
社
会
参
加
等

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口

の
創
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

市
長　
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
高
齢
者
の
方
の
社
会
参
加
や
社
会

的
役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
生
き
が
い
や

健
康
的
な
生
活
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
相
談
体
制
の
整
備
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
齢
者
の
方
が
、
自
分
の
能

力
や
体
力
に
見
合
っ
た
活
動
の
場
へ
の

参
加
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
、
市
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
相

談
を
受
け
、
担
当
部
署
に
ご
案
内
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
も

含
め
て
、
今
後
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

◎
今
年
の
夏
は
災
害
級
の
暑
さ
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
教
育
現
場
に
て
、
熱
中

症
を
減
ら
す
対
策
や
指
導
な
ど
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
き
た
か
お
伺
い
し
ま

す
。

教
育
長　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
部
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

８
月
に
、
教
育
活
動
全
般
で
の
対
応
を

的
確
か
つ
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、「
新

庄
市
立
小
中
義
務
教
育
学
校
熱
中
症
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
体
育

の
授
業
や
運
動
会
、
校
外
活
動
、
部
活

動
に
お
い
て
、
定
期
的
に
暑
さ
指
数
を

計
測
し
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
熱
中
症
予

防
運
動
指
針
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
活
動

の
可
否
や
内
容
の
調
整
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
授
業
や
体
育
、
部
活
動
に
お
い
て

適
度
な
休
憩
を
設
け
、
水
分
補
給
な
ど

の
予
防
対
策
を
実
施
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
体
調
を
適
時
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
教
員
が
、
個
人
の

体
調
や
体
力
差
、
運
動
時
の
服
装
な
ど

暑
さ
指
数
以
外
の
留
意
点
を
考
慮
し
、

活
動
の
可
否
を
判
断
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
と
保
護
者
が
、
熱
中
症
は
命

に
関
わ
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
、
予
防
対
策
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

鈴　木　啓　太　議員

やましな は る み

す ず き け い た

『子どもの遊び場の整備について』
◎
公
約
に
あ
り
ま
し
た「
子
育
て
施
設・

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
拠
点

の
整
備
」
に
つ
い
て
、
市
長
の
構
想
を

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
本
市
の
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し

て
は
、
屋
外
の
遊
び
場
と
し
て
、
市
が

管
理
し
て
い
る
遊
具
の
あ
る
公
園
や
県

が
管
理
し
て
い
る
駅
東
側
の
最
上
中
央

公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
内

の
遊
び
場
と
し
て
、
わ
ら
す
こ
広
場
が

あ
り
ま
す
。

　
特
に
、わ
ら
す
こ
広
場
に
つ
い
て
は
、

天
候
に
関
わ
ら
ず
、
児
童
が
安
全
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
利
用
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
育

児
や
家
庭

生
活
な
ど

の
様
々
な

悩
み
を
持

つ
子
育
て

家
庭
に
寄

り
添
う
た

め
、
地
域

子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
育
児
相
談
や

子
育
て
講
座
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
い
、
本
市
に
お
け
る
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
　
わ
ら
す
こ
広
場
は
小
さ
い
お
子
様
に

は
人
気
が
あ
る
施
設
で
す
が
、
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、

高
学
年
へ
の
ニ
ー
ズ
の
対
応
に
は
課
題

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
学
年
に

な
れ
ば
遊
び
だ
け
で
な
く
学
び
の
場
も

求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
民

間
活
力
の
活
用
や
最
上
８
市
町
村
で
の

連
携
な
ど
、
様
々
な
可
能
性
を
模
索
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
新
た
な
子
ど

も
向
け
屋
内
遊
戯
施
設
の
整
備
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

市
長　
他
市
に
子
育
て
施
設
が
あ
る
と
、

親
が
子
育
て
施
設
に
子
ど
も
を
連
れ
て

行
っ
て
遊
ん
で
、
つ
い
で
に
買
い
物
し

て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
、
休
日
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
で
も
使
わ
れ
て
い
る
傾
向

に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
点

を
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
新
庄
市
単
独
で
は
子
育

て
施
設
の
規
模
も
小
さ
く
な
る
と
考
え

て
い
る
た
め
、
連
携
す
る
市
町
村
と
一

緒
に
な
っ
て
、
そ
し
て
民
間
活
力
を
活

用
し
な
が
ら
、
す
く
す
く
と
伸
び
や
か

に
子
ど
も
が
成
長
す
る
よ
う
な
子
育
て

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
施
設
に
は
学
び
の
部
分

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
形
が
い
い
の
か
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問

R５.11.27

生涯現役いきいき人生！

わらすこ広場

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから
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亀　井　博　人　議員

『道の駅の財政負担は』
◎
Ｉ
Ｃ
付
近
道
の
駅
を
整
備
す
る
場

合
、
数
十
億
円
と
試
算
さ
れ
た
高
規
格

道
路
か
ら
の
取
付
け
道
路
の
負
担
は
誰

が
す
る
の
か
。
多
額
な
事
業
費
は
、
他

の
事
務
事
業
に
影
響
は
な
い
か
。

市
長　
新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

道
の
駅
の
高
規
格
道
路
か
ら
の
直
接
乗

り
入
れ
道
路
は
、
国
土
交
通
省
と
の
協

議
の
中
で
は
、
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
そ
の

取
り
付
け
に
つ
い
て
は
、
取
り
付
け
を

希
望
す
る
原
因
者
で
あ
る
８
市
町
村
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
財
源
と
し
て
は
起
債
を
充
て
て
償
還

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
予
算
規
模
が

あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
新
規

の
事
業
な
ど

に
つ
い
て
は

抑
え
ら
れ
て

い
く
だ
ろ
う

と
想
像
で
き

ま
す
。
し
か

し
、
適
正
な

行
財
政
運
営

に
あ
た
っ
て

は
、
常
に
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
、

最
小
限
の
予
算
規
模
で
最
大
限
の
効
果

を
生
む
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
に
関
し
て
は
、
適
正
な
財
政

規
模
に
つ
い
て
、
今
後
十
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
来
春
開
校
す
る
四
年
制
大
学
「
東
北

農
林
専
門
職
大
学
」
と
連
携
し
、
地
域

活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
を
検

討
し
て
い
ま
す
か
。

市
長　
農
林
業
専
門
職
大
学
最
上
地
域

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い

て
、
実
習
先
の
連
携
の
ほ
か
、
専
門
職

大
学
と
連
携
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
産
業
連
携
の
観
点
か
ら
、
専
門
職
大

学
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
知
的
資
源
を
生

か
し
、
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
習
先
の
事
業
体
や
地
域
の
企
業

な
ど
と
連
携
し
た
共
同
研
究
や
商
品
開

発
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
で
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
創
出
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
新
庄
ま
つ

り
や
地
域
で
行
わ
れ
る
行
事
、
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
専
門
職
大
学
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
相
互
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
周
知

を
図
り
、
学
生
自
ら
が
地
域
に
参
画
し

て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
大
学
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

田　中　　功　議員

『下西山踏切に歩道設置を』
◎
陸
羽
西
線
下
西
山
踏
切
に
歩
道
が
無

く
、
非
常
に
危
険
な
踏
切
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
小
中
学
生
の
通
学
路
で
も
あ

り
早
急
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
山
形
県
に
設

置
要
望
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

市
長　
陸
羽
西
線
下
西
山
踏
切
に
は
歩

道
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歩
行
者
や

自
転
車
が
踏
切
を
通
過
す
る
と
き
は
、

歩
道
か
ら
一
旦
車
道
に
出
る
こ
と
と
な

り
、
児
童
生
徒
が
通
学
す
る
時
間
帯
は

交
通
量
も
多
く
大
変
危
険
な
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
本
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
以
前

よ
り
本
市
を
含
む
沿
線
自
治
体
で
構
成

す
る
、
国
道
４
５
８
号
線
整
備
促
進
同

盟
会
に
よ
る
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
国
土
交
通
省
と

山
形
県
に
対
し
、
陸
羽
西
線
下
西
山
踏

切
及
び
奥
羽
本
線
太
田
踏
切
に
つ
い
て
、

踏
切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
く
指
定
を

し
た
上
で
踏
切
を
拡
幅
し
、
歩
行
者
空

間
が
確
保
さ
れ
る
歩
道
整
備
の
推
進
を

要
望
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
活
動

な
ど
の
効
果
も
あ
り
、
山
形
県
踏
切
道

改
良
協
議
会
合
同
会
議
の
中
で
、
県
内

の
踏
切
対

策
が
必
要

な
箇
所
と

し
て
協
議

さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
現
在
は

学
校
教
職

員
に
よ
る

安
全
指
導

な
ど
の
対

応
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
早
期

実
現
に
向
け
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
や
関
係
機
関
に
対
し
、
歩
行
者
が
安

全
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

◎
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
農
業
用

資
材
が
軒
並
み
高
騰
し
、
農
家
経
営
を

ひ
っ
迫
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
基
幹
産
業

の
農
業
を
支
え
る
た
め
に
も
思
い
切
っ

た
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

市
長　
穀
物
需
要
の
増
加
や
燃
油
価
格

上
昇
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
飼
料
原
料
価
格
等
が
大
幅
に

上
昇
し
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
資
材
が

高
騰
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
の
支
援
と
し
て
、
肥
料
や
農
業
生
産

資
材
、
配
合
飼
料
等
の
購
入
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
に

生
産
資
材
等
の
価
格
が
高
止
ま
り
し
て

お
り
、
農
業
者
の
負
担
は
大
き
い
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
物
価
高
騰
の
状
況
及
び
国
、

県
の
支
援
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

一般質問

R５.11.27

道の駅十文字（横手市）

下西山踏切  小学生歩行通学状況

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

た な か いさお

か め い ひ ろ と
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髙　橋　富美子　議員

『児童生徒の相談窓口開設を』
◎
学
校
や
家
庭
で
の
悩
み
事
を
、
電
話

や
対
面
で
相
談
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
を
開
設

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
現
在
、
本
市
に
設
置
し
て
い

る
教
育
相
談
室
で
は
、
教
育
相
談
員
３

名
体
制
で
主
に
小
中
義
務
教
育
学
校
に

通
う
子
ど
も
や
、
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
電
話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
け
る
保
護
者
や
児

童
生
徒
と
の
電
話
相
談
は
１
７
２
件
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
本
人

か
ら
の
直
接
の
電
話
相
談
や
来
所
し
て

の
相
談
は
１
件
も
な
く
、
悩
み
を
抱
え

る
児
童
生
徒
が
利
用
し
や
す
い
相
談
体

制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、
学
校
で
は
、
不
登
校
傾
向

で
欠
席
し
て
い
る
児
童
生
徒
と
教
員
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
通
し

て
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
相
談
員
の
体

制
や
相
談
窓
口
専
用
フ
ォ
ー
ム
の
作
成

な
ど
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

◎
就
学
児
健
診
の
際
に
、「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、

絵
本
を
再
度
寄
贈
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
事
業
を
実
施
し
、
更
な
る
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
本
市
で
は
、
新
庄
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
４
か

月
健
診
に
絵
本
を
２
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
毎
週
水
曜

日
に
実
施
す
る「
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」

や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
会
「
え
ほ
ん
ぱ
ー

く
」、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
で
実
施
す
る
「
親
子
で
え
ほ
ん
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
把
握
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
感
性
を
育
て
、
読
書
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
に
有
効
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

伊　藤　健　一　議員

『専門職大学開学に向けた受入れ整備』
◎
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
開
学
に
伴

い
、
市
と
し
て
学
生
や
職
員
に
向
け
た

居
住
環
境
を
提
案
し
た
が
、
見
込
ん
だ

成
果
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今

後
の
方
策
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
北
農

林
専
門
職
大
学
の
開
学
に
向
け
、
新
庄

市
に
来
ら
れ
る
学
生
の
支
援
と
し
て
、

中
心
街
に
あ
る
空
き
家
等
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
学
生
が
居
住
で
き
る
準
学

生
寮
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
入
学
生
の
動
向
が
見
え
な
い
こ

と
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度

の
整
備
が
困
難

と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、

応
急
支
援
と
し

て
、
市
が
管
理

し
て
い
る
定
住

促
進
住
宅
を
活

用
し
、
学
生
向

け
の
住
ま
い
と

し
て
提
供
で
き

る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
不
動
産
業
界
に
は
、
学

生
・
教
職
員
向
け
の
住
ま
い
の
詳
細
な

情
報
を
よ
り
多
く
提
供
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
空
き
家
活
用
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
に

入
学
す
る
学
生
の
動
向
や
要
望
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
急
激
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
「
最
上
は
一
つ
」
の
考
え
を
目
指

し
た
広
域
連
携
の
強
化
が
必
須
と
思
わ

れ
る
。
新
庄
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
今
後
、
急
速
な
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
日
常
の

生
活
圏
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
新
庄
・

最
上
地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

各
市
町
村
の
自
立
性
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
地
域
の
活
性

化
に
向
け
て
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
２７
年
に
本
市

と
最
上
地
域
７
町
村
と
で
新
庄
最
上
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
市
が
中
心
市
と
し
て
７
町
村
と
新
庄

最
上
定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と
で
、

最
上
地
域
に
必
要
な
都
市
機
能
及
び
生

活
機
能
を
確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
、
協
定
に
基
づ
き
２２

の
取
組
項
目
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
最
上
地
域
の
中
心
市
と
し

て
最
上
７
町
村
と
の
広
域
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
と
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般質問

R５.11.27

新庄市子ども読書活動推進計画

開学に向け建築中の東北農林専門職大学

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

たかはし ふ み こ

い と う けんいち
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小　野　周　一　議員

『選挙公約について』
◎
市
長
は
５
つ
の
主
要
政
策
を
市
民
に

公
約
し
て
お
り
ま
す
。
市
長
に
は
予
算

の
調
整
等
の
権
限
が
あ
り
ま
す
が
、
推

進
検
討
と
す
る
給
食
費
無
償
化
を
４
年

間
の
任
期
中
に
実
施
さ
れ
る
の
か
。

市
長　
現
在
、
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
第
３
子
以
降
の
完
全
無
償
化
や
第

２
子
半
額
免
除
、
第
１
子
へ
の
一
部
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
物
価
高

騰
に
よ
る
給
食
費
増
額
分
の
補
助
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
し
た
場

合
は
約
１
億
６
０
０
０
万
円
の
費
用
を

要
す
る
こ
と

か
ら
、
財
源

に
つ
い
て
の

問
題
も
出
て

く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に

お
い
て
も
こ

ど
も
家
庭
庁

の
設
置
や
、

子
ど
も
に
関

す
る
様
々
な

施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
無
償
化
を
含
め
た
学
校
給
食
費
の

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◎
市
長
は
大
規
模
な
「
道
の
駅
」
構
想

を
示
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
危
機
的

な
財
政
状
況
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
財

政
規
律
を
重
視
し
た
、
身
の
丈
に
合
っ

た
「
道
の
駅
」
構
想
で
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

市
長　
新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
新
庄
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
縦
軸
と
横
軸
の
道
路
が
交

差
す
る
重
要
地
点
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
、
こ
の
周
辺

へ
の
道
の
駅
の
整
備
は
新
庄
・
最
上
地

域
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
も

の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
整
備
に
向
け
た
検
討
会
は
一
旦
中
断

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
で
き
る
だ
け

早
い
検
討
会
の
再
開
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
道
の
駅
検
討

会
の
再
開
に
向
け
、
最
上
地
域
全
体
の

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
と
、
持
続
可
能
な
施
設
運
営
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
手
法
や
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
も
、
資
金
力
や
経
営
力
の
あ

る
民
間
と
の
公
民
連
携
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
検
討
会
が
再
開
し
た
場
合
、

議
会
に
対
し
て
随
時
状
況
を
報
告
す
る

ほ
か
、
議
会
以
外
の
場
で
も
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

一般質問

R５.11.27

質問動画は
こちらから

　現在実施しているコンビニ交付では、マイナンバーカードを利用して各種証明書の交付を受けることがで
きます。印鑑登録証明書についても、マイナンバーカードのみ利用可と条例に規定しています。
　この度、法改正を受け、電子証明書機能を搭載したスマートフォンを利用して、コンビニエンスストアで
印鑑登録証明書の交付を申請できるよう必要な条例改正を行いました。
　11月時点では、まだ利用できませんが、国では、年内実施に向け、スマートフォンを使用して各種証明
書の交付を可能にするためのシステム改修を行っています。

議案第81号
マイナンバーカードの機能を搭載した

スマートフォンで証明書のコンビニ交付が可能に
～新庄市印鑑条例の一部を改正する条例について～

チョイス

住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明書、所得・課税証明書、
戸籍全部・個人事項証明書、戸籍の附票の写し
午前６時30分～午後11時（12月29日～１月３日除く）
全国約５万６千店舗
多機能端末機（マルチコピー機）を設置しているコンビニエンスストア等
市内19店舗（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート）
市役所窓口より１００円安くなります。

コンビニ交付サービスの概要

１. 交付対象証明書

２. 利用時間

３. 利用店舗

４. 手数料

項　目 内　　容

お　　　の しゅういち

市庁舎
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　８月１０日に山形国際交流プラザ「山形ビッグウイング」にて、第６１回議員研修会が開かれました。「人
口減少社会における新たな地域の可能性」を演題として、㈱日本総合研究所主席研究員の藻谷浩介氏が
講師を務めました。この研修会は山形県市議会議長会及び東北市議会
議長会が主催し、会場には県内１３市から市議会議員が集まりました。
　講演では日本の人口が前年に比べ約８０万人少なくなった事や、調
査開始以来初めて、４７都道府県すべてで人口が減少した事に触れ、
東京や大都市ばかりが栄えるのではないかという昭和や平成の考え方
から、東京でも若い人が減っている事や社会の急激な変化を令和の現
実と受け止め、頭を切り替えることが重要と指摘しました。
　すでに起きている地方と都市部の逆転現象や、先入観にとらわれず
に事実を捉える大切さを学び、自身の活動にしっかりと活かしていき
たいと思いました。

山形県市議会議長会 第６１回議員研修会報告

　去る９月１日、令和５年度第１回新庄市議会議員研修会として、市内金沢に建設中の県立新庄病院の
視察を行いました。
　開院１か月前の最終準備を行っている現地では、県立新庄病院新病院整備課・倉金主幹より、１階か
ら６階までの各フロアのご説明をいただき、様々な気付きと学びを得ました。
　最初に目に付いたのが、面積約５haの広い敷地に約850台分の平面駐車場です。そして１階ワンフ
ロアに外来をまとめたことで、内外の見通しはもちろん視認性の良い配置となりました。旧病院のよう
に、各所に分かれた駐車場から足を運んだり、別館移動や２階に上がることもなく受付・外来・会計を
済ませられることは、ご高齢の方々にもやさしいつくりとしてうれしく思いました。診療科７科が新設
され28科になる予定と聞き、今まで以上のきめ細かな診療が可能になります。
　また、「総合患者サポートセンター」を新設し、診療内容や入院手続き、退院後の療養環境、介護・
福祉サービスの利用など一連の相談に対応できます。トータルケアの取り組みに感嘆しました。さらに
は、最上地域で初めてヘリポートを備えた「地域救命救急セ
ンター」があることで、24時間・365日、高度な救急医療
を提供できるようになりました。処置・診察に加え、常勤の
専門医を配置することで、迅速な診断も可能となります。加
えて、新庄市夜間休日診療所が、機能移転されたことは、市
民の皆さまの安心につながることでしょう。
　２階は、手術・ICU・専門診療に対応、３階には管理部門・
病棟があり、４階から６階までは各病棟となり全部で325床
の病室があるそうです。職員専用の出入口・通路も数多く通
り、最新鋭のCT・MRIなどの医療機器も見学することがで
きました。
　一息つく場所として１階出入り口付近にある、患者用の図
書室と地元パン屋さんのカフェが目を引きます。院内保育所
を整備したことで、働く職員の方々への配慮も伺えました。
　このたびの研修会を通じて新病院の新たなスタートに感謝
し、新庄最上地域に住む皆さまへの安心と信頼を与えてくれ
る医療を末長く提供していただきたいと強く感じました。新
病院関係者の皆さま、これからもよろしくお願い申し上げま
す。

新庄市議会第１回 議員研修会報告 ～新・山形県立新庄病院視察へ～

広くなった駐車場

見学風景
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環境にやさしい植物油インキを使用しています
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や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
こ
と
は
多
い
。
や
ら
ず
に

分
か
る
こ
と
も
多
い
。

　
必
要
な
事
業
な
の
か
、
市
民

の
た
め
に
な
る
の
か
、
お
か
し

く
な
い
か
、
見
極
め
る
眼
が
議

員
個
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
議
会
に
は
、
こ
う
し
た
い
と

い
う
事
務
事
業
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
議
会
で
は
賛
成
か
反

対
か
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
判
断
が
「
議
決
権
」
と
よ

ば
れ
、
議
員
に
と
り
最
も
重
要

な
権
利
で
あ
る
が
、
責
任
も
伴

う
。
　

　
執
行
部
は
準
備
と
説
明
を
行

い
、
議
会
で
審
議
も
行
う
た
め
、

議
案
の
ほ
と
ん
ど
は
賛
成
多
数

で
成
立
し
て
き
た
。

　
新
市
長
は
「
対
話
と
決
断
、

未
来
へ
の
責
任
」
を
掲
げ
て
い

る
。
新
庄
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
事
業

推
進
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

（
記
・
亀
井
博
人
）

委
員
長
　
山
科
　
春
美

副
委
員
長
　
亀
井
　
博
人

委
　
　
員
　
鈴
木
　
啓
太

鈴
木
　
法
学

辺
見
　
孝
太

伊
藤
　
健
一

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

あ
と
が
き

■制作・印刷／㈲みどり印刷

地域で活躍する皆さまの声を紹介します。地域で活躍する皆さまの声を紹介します。

「暮らしの中にスポーツを」市民の声

どなたでも傍聴できます。受付簿に住所・氏名を記入していただく
ほかは面倒な手続きはありません。団体の方は事前に議会事務局ま
でご連絡ください。ぜひ、市役所３階議場に足を運んでください！

市議会の様子をインターネット中継しています。市役
所の市民課フロア、市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

議会を傍聴してみませんか？

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

１２
月
定
例
会
の
予
定

中継あり

中継あり

１１月２０日（月）　請願締切
１２月１日（金）　開　会
　　４日（月）　一般質問
　　５日（火）　一般質問
　　６日（水）　常任委員会
　　７日（木）　常任委員会
　　１２日（火）　最終日

検 索新庄市議会　中継

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

パ
ソ
コ
ン

　
の
ほ
か

市議会
インターネット

中継

　新庄で生まれた私は、サッカーと出会い、サッカー漬けの日々を過ごしてき
ました。将来は「スポーツに関わる仕事がしたい」という思いから、県外の体
育大学に進学し、スポーツビジネスを学びました。
　これまでは競技者という視点でしかスポーツを見ていませんでしたが、大学
でスポーツについて学びを深めるにつれ、新庄市は他の地域に比べて「スポー
ツ環境に大きな差がある」と感じるようになりました。もちろん、競技人口や
施設規模など環境面での差は理解していました。私が大きな差があると感じた
のは、スポーツ指導についてです。競技者のレベルに合わせた専門的指導が充
実しており、よりスポーツを楽しめている様子を見てきました。こういった環
境を新庄でも整えることはできないだろうかと考えるようになり、これまでの
「スポーツに関わる仕事をしたい」という気持ちから「スポーツの指導環境を
整えたい」という思いに変化してきました。
　在学中に新設した社会人サッカーチームやキッズサッカー教室などの活動を
通して、新庄における課題を探り、卒業後はスポーツトレーナーとして活動し
てきました。思うようにいかないこともあり壁にぶつかることも多くありまし
たが、活動を続けている中で同じような思いを持ち活動している方と出会いま
した。今はその方と共にスポーツをする人だけでなく、指導をする人も満足で
きる環境整備に向けて活動しています。老若男女問わず、この地域に住む方々
がスポーツを楽しめる環境を作り上げることが今の私の目標です。

株式会社リンクス
今田　康平 さん




